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前置き
　先に本論稿の前半「オルペウス教　　プラトンの宗教思想解明の手掛
りとしての一一く1）」において，主として故W．K．C．Guthrie教授の『オルペ
ウスとギリシアの宗教』に依拠しながら，「オルペウス教とは何か」と
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いうこと，そして「オルペウスの神統記」として古来伝えられてきたも
のの概要と，その特質を示しだn。そこで引き続いて本論稿の後半，第
3節においては，懸案のオルペウス教の「終末論と来世観」を明らかに
することを目指したい。
　しかし私の本来の目的は，最初に提示した通り，あくまでもプラトン
の宗教思想の解明にあるので，ここでの作業は初期のオルペウス教がも
っていたこうした思想の原像をさぐることを目指すということになる。
しかしこれは実は，紀元前6世紀のオルペウス教自身の資料が皆無であ
るという情況と，間接資料にしてもピンダロスやエンペドクレスにいく
らか言及はあるものの，プラトンが独自の解釈を加えて取り入れている
ものが，それをさぐる資料のほとんどすべてであるという実情にあって
は，不可能というに等しい。ここでもガスリーの論述に依拠しながら，
しかし彼がプラトンから取り込んだ部分を，プラトンが典拠として確実
にオルペウスの名を挙げて語っている部分以外は可能な限り払拭しつ
つ，第3節は述べることにする（L））。その論述は，まず（a）プラトン以前の
主要な文献資料を概観し，次いで（b）文献上の資料とは別系統の，碑文
研究から得られた資料である，いくつかの黄金板が提供する情報を提示
し，その上で（c）オルペウス教の終末論と来世観のキー・アイディアを
なすものを明らかにしたい。
（a）プラトン以前の主要文献資料
①ピュタゴラス
　ここでまず考察を要するのは，予想されるであろうように，オルペウ
ス教とピュタゴラス派の関係であろう。実際，輪廻転生とか，肉の忌避
とか，魂の浄化とかいった思想は，古代の出典でも区別なしに両者に帰
せられることがほとんどであるし，近年でも，「オルペウス教・ピュタ
ゴラス主義」というような言い方が，彼らの活動や信仰を述べるのに便
利な言い回しとしてしばしば採用される。ピュタゴラス（530年頃壮年〉
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は，周知の通り，サモス島に生まれたが，532年頃，南イタリアのクロ
トンに移り住み，その地を活動の本拠にした。ところがイタリアのこの
辺りの地は，それよりほぼ2世紀前からすでにギリシア人の都市となっ
ており，伝承によれば，オルペウス教の詩の作者の名が数多く帰せられ
ている所である。クロトンのオルペウス，カマリナのオルペウス，ヘラ
クレイアのゾピュロスその他である。このことは，外的な証拠からは，
この2つの体系のもつれをときほぐすことは不可能である，ということ
を示している。
　以上のことを前提とした上で，ガスリーは，ピュタゴラス派とオルペ
ウス教との共通点，近似点，相違点を細かく検討し，結論だけ言えば，
ピュタゴラス派とオルペウス教との関係は，ピュタゴラス派は，オルペ
ウス教を自己の中に受け入れ，同時にそれを強化する知的な体系を作り
上げているという事実から，ピュタゴラスがオルペウスと兄弟関係を築
いた時にはすでに，オルペウス教の教説は，少なくとも骨子だけは，形
成されていたとするのは，ありうることだとしている（：3）。ただしかし，
ピュタゴラス自身はオルペウスの熱心な信奉者であることを望んだとし
ても，その弟子たちの中には，ピュタゴラスというこの稀有な独創的天
才の信奉者であれば，それだけで十分であり，それ以上にオルペウス教
徒を称することは望まなかった者も多数いただろう。これはピュタゴラ
スを伝説化し，神格化しさえしていることからしても不思議はない，と
考えられている。
　しかしピュタゴラス自身は，2，3の反対証言はあるものの，書物を
書かなかったのは確実だろうし，紀元前6世紀後半前後のピュタゴラス
派自身の終末観や来世観を示す書き物もない。従って，ここでの第一次
的資料探しはオルペウス教のものはもとより，ピュタゴラス派のもので
さえ不可能である。しかしピュタゴラスの後世への影響はオルペウス同
様絶大であり，紀元後5世紀から4世紀の新プラトン派の哲学者ポルピ
ュリオス（Porphyrius）とイアンブリコス（Iambhkus）はそれぞれ『ピ
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ユタゴラス伝』を著し，他にディオゲネス・ラエルティオスも『哲学者
列伝』の中にピュタゴラス伝を加えている。そのうち「ピュタゴラス的
生き方」（Pl．，　Resp．X．600B）やその宗教思想に関わることとして注目さ
れるのは，ポルピュリオス（DKI4A8a　Vita　Pyth．18）の記事である。
　「ピュタゴラスによれば，まず魂は不死であり，次に魂は他の動物の
　種族の中へと転生するということであり…また生あるものはすべて同
　族であると考えられねばならないということである」
　これはむろんずっと後代の記述だが，ピュタゴラスが「魂の不死」，
「輪廻転生」，「生き物はみな兄弟」という考えを抱いていたことは，紀
元前6世紀のクセノバネスその他が証言を与えている（4）。彼のエレゲイ
ア詩の中で，仔犬が打たれているのを見たピュタゴラスが，「よせ，打
つな，たしかにこれは私の友人の魂だ。声を聞いてそれとわかった」と
言ったということを，ディオゲネス・ラエルティオス（DLVIII．36＝
DK．21B7）は伝えているからである。またこの輪廻の輪についてはディ
オゲネス・ラエルティオスは，ピュタゴラスが最初に公然と述べた人だ
とも語っている（DLVIII．14）。またこのことから殺生や肉食の忌避のよ
うな戎律やタブー（σ伽βoλα）が厳しく守られ，そしてイアンブリコス
によれば，ピュタゴラスにはそういうσ6μβoλαが39条あったということ
である。
　更にこの魂不死説や輪廻転生の教義は当然，「肉体（ソーマ）は魂に
とって墓（セーマ）である」という考えに基づいている。そして「ソー
マ・セーマ」の考えは，いわゆる「オルペウス教・ピュタゴラス派」の
教義とされるのが通説である。しかし意外にも直接の言葉としては少な
くとも古い資料には見あたらない。プラトンの『パイドン』（61D）に
その名が言及されている，前5世紀後半の，つまりソクラテスと同世代
の，南イタリアのクロトン出身のピュタゴラス派の哲学者Philolaus
（DK．44B14）が，「昔の神々のことを語る人（theologos）や予言者の証
言」として，この「ソーマ・セーマ」の考えを伝えているだけである。
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　以上は，直接オルペウス教のではないが，オルペウス教と共通するピ
ュタゴラス派の証言を見たことになる。
②ピンダロス
　ピンダロス（518－438）の合唱才予情詩『オリュンピア祝勝歌』第2歌
はオルペウス教の死後の生，すなわち「死後の賞罰」「輪廻転生」「浄福
者の生」といった教説を示す重要な典拠の一つである。この歌は，紀元
前476年にオリュンピア大祭の戦車競技に優勝したアクラガス（アグリ
ジェント〉の独裁君主テロン（Th6rδn）を讃えたもので，この借主が生
の終焉に近づきつつあった時に，シシリイ島の聴衆の前で吟唱されるた
めに書かれたとされる（0γ．p，236）。ピンダロスの詩をまず見てみよう。
　　「この世で人々が死ぬと，彼らの無法な魂は
ただちに罰を受ける，ここゼウスの治める世で犯された罪を，
　　地下のく或る裁き手〉が裁くのだ，おそるべき強制をもった判決を
　　下して」（57－60行）
　このようにピンダロスは「死後，ただちに，裁きを下し」，この世で
善き生を送った者と悪しき生を送った者には，それぞれ当然の報いに従
った死後の生を定める地下の「或る裁き手」（τtS）のいること（60行）
と，死後の賞罰の生（61－67行）について語っている。彼は更に「輪廻
転生」と「浄福者の島」にも言及する。
　　「だが誰であれ，これらいずれかの世にあるうちに，
　　魂を不正な所業から完全に浄らかに保つことに勇敢にも3たび耐え
た者は，
ゼウスの道を通り抜け，クロノスの塔に達する。
そこには，「浄福者の島」のまわりに，オケアノスの娘たちの
微風がただよい，黄金の花々が炎と燃えている。
その花々のあるものは，地上の美しい樹々のもの，また他のものは
水が育む。
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　　彼らはそれらの花々を摘み，手に絡ませては，飾り紐を編み，花冠
　　を織りなす，
　　ラダマンテユスの正しい判定に従って。
　　このラダマンテユスを，偉大なる父神（クロノス）は，彼のために
　　用意した裁きの陪席者の席に据えたのだ，
　　誰にもまして高い王座を占める女神レアの夫君なるこの御神が」
　　（68－77そテ）
　ガスリーはこの「浄福者の島」の描写を，これはまるでプラトンと同
じ出典から採られたかのようだとしているが（Or．　p．170）この描写には
むろんホメロスの『オデュッセイア』（II．561－9行）の「エリュシオンの
野」やヘシオドスの『仕事と日々』（169－73a行）の「浄福者の島」を彷
彿させるものがある㈲。これらは共に特別恵まれた英雄たちが死後，永
世を過ごす地上の楽園である。ここ，ピンダロスでも，そのような者と
してアキレウスの父ペレウス，テロンの遠い祖先であるテバイのカドモ
ス，それにアキレウスの名が挙げられている。この浄福者の島と輪廻転
生については後に触れる。
　ところでピンダロスの宗教思想という点にについては，ガスリーも次
のように考えている。彼は第一に，詩的効果によって聴衆を喜ばせ，楽
しませる詩人であり，第二に，伝統的なオリュンボスの宗教の確固たる
擁護者だった。更にピンダロスの宗教思想は，典型的なギリシア人の知
恵と思慮を重んじる考えを反映している。「もし人が，財産に恵まれ，
よき名声を得て，すごやかな幸せに心をくばるなら，神になろうと努力
するな」（Ol．5．24）とか，「わが魂よ，不死なる生を求めて努力するな。
汝がなし得る範囲内にあることを精一杯するがよい」（Pgth．3．62）とい
うような詩句に現れている。このような詩句を口にする詩人の精神は，
後述のように，「私は神になった。もはや人間ではない」と叫ぶオルペ
ウス教徒とは際立った対照をなすものであって，オルペウス教の信奉者
とは見なされない，とするのである（Or．p．232－5）。
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　しかしピンダロス自身がオルペウス教的な宗教観の持ち主だったかど
うかは，当面，問題とせずに，資料探しを続けるならば，彼の詩の中に
はオルペウス教の教説を伝えると見なされる言葉が他にもいくつか伝わ
っている。彼のθρ加o1（『挽歌』）の中には，プラトンが『メノン』
（81BC）で魂の不死と輪廻転生の証言として，ピンダロスの名を挙げて
採用している次の詩句がある。
　　「古き苦難の償いをペルセポネに
　　受け入れられし人々の魂は，9たび目の年に，
ふたたび上方の陽の輝く世へと送られる。
　　それらの魂からは，誉れ高き王たちと
　　力に優れし人びとと，知恵いと高き人びとが生まれる。
　　のちの世に，この人々は聖なる英雄と呼ばれる」
　　（fr．133，　Sir　John　Sandys）
　同じ『挽歌』の中にはまた，死後の生や魂の不死，それに「エリュシ
オンの野」や「浄福者の島」を歌った断片がいくつか残されている
（cf．frs．129，130）。ガスリーも，上の「古きの苦難の償い」（πotvdv
πaZαtoD・nSveεos）一そうした苦難のために冥界の女王ペルセポネにわ
れわれが謝罪をしなければならない一とは，われわれに引きつけてみ
るなら「原罪」なのであって，われわれはティタンに出生の起源を負う
ているので，この「苦難」はわれわれ人間の本性の一部にほかならず，
その「償い」をする必要は，そういう事実の結果であるというオルペウ
ス教の思想をよく表している，としているのである（Or．p．165）。
③エンペドクレス
　エンペドクレス（c．492－c．432）には『浄め」（Kathαrrnoi）（frs．112－
147）という宗教詩があり，約450行が残存している。その冒頭は次のよ
うに語り出される。
　　「親しき人々よ，黄金なすアクラガスを見おろす，大いなる町の，
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都市の高みに住まう者らよ，善きわざにのみ心を用い，
外国人（トックニビト）には尊い港，悪になじまぬ者らよ，
ご機嫌よう！　われは不死なる神として，もはや死すべき人間では
　　なく，
　　御身らみなの間を行く，私にふさわしいと思われる尊敬を身に受け
　　て，
　　頭にはリボンをまき，豊かな花冠を戴いて」（fr．112，1－6）
　パルメニデスの序歌を意識していると思わせる，荘重で，高らかな響
きがあるが，この詩は「死すべき人間から不死なる神となった」とする
エンペドクレス自身が，彼の故郷のシシリイ島のアクラガスの市民に，
困難iで，人々は信じたがらないが，真理がこめられた物語として物語る
（fr．114）必然の女神「アナンケの託宣」という形をとっている。
　「アナンケの託宣であり，神々が決議した，とこしえに楡らぬ太古の
掟」（fr，115）とされるのは，ほかならぬ，魂はもともと永遠の命を分け
与えられたダイモーンの一つなのだが，過ちを犯し，自らの手を殺生の
血に汚したり，争いに従って，偽りの誓いをしたりしたために，「1万
の3倍の周期」の間，浄福者たちの許を追われてさまよわねばならない
ということである（fr．115）。その間を通じ，魂は死すべき者のありとあ
らゆる姿，すなわち人間や動物のみならず，植物も含めてあらゆる姿に
生まれ代わり，苦しみにみちた生の道を，へ巡らなければならない
（fr．　1　15．　cf．fr．127）。有名な断片「私はかつて少年であり，少女であった。
また薮であり，鳥であり，海から跳ねるもの言わぬ魚であった」（fr．117）
や「生ける者らから，その姿をとりかえて死者をつくり，（死者から生
者をつくった）」（fr．125）などはそれをよく示している。
　エンペドクレスは，大部分，一人称の形で語り，彼の真の故郷は上方
なのに，神のみもとを追われ，見も知らぬ地域をさまようように送られ
た運命を嘆く。「私もまたいまは，かかる者らの一人，神のみもとから
追放されて，さすらう者」（fr．115）であり，魂は「肉という見知らぬ衣
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服を着」せられ（fr．126），死すべき者らの問でさまようために，「何と
いう栄誉から，どれほど大きな祝福から私は追放されたことか」（fr．119）
と。更にまた，生まれてきて「私は泣き，私は嘆いた，この見知らぬ土
地を見て」（fr．118）とも働突する。この世は何の喜びもない土地で，
「殺りく」「怨恨」「疫病」「腐敗」（fr．121），それにまた「争い」と「嘆
き」に満ちみちている（fr．124）とも言う。
　それに引き換え，原初における罪なき者たちの状態を，彼は次のよう
に描く。そこにはゼウスもクロノスもいず，愛の神キュプリス（＝アプ
ロディテ）だけが彼らの神であって，この女神を慰めるために，聖像や
動物たちの絵や，混じり気のない香り高い香油や乳香を捧げ，飲物は黄
金色の蜜を献じていた（fr．128）。そして，
　　「祭壇は牛たちの混じり気なき血によって濡れることはなかった。
　　それは人間たちの間で最大の臓れとされていた，
　　生き物の命を奪って，そのよき四肢を食するということは」
　　（fr．128）
と語っている。
　魂はもともととこしえの命を分け与えられたダイモーンの一つであっ
たのに，下落して，神によって浄福者たちの許を追われ，「1万の3倍
の周期」（fr．115）の問，「見知らぬ土地」（fr．118），「よろこびなき土地」
（fr．121）をさまよわねばならないが，そもそも下落した原因として挙げ
られているのは，過ちを犯し，自らの手を殺生の血に汚したためとか，
争いによる殺りく（fr．138）とかいったことである以上，繰り返される，
苦しみ多き生のさすらいにおいてなされるべきく浄め〉は，おのずから，
まず何よりも犠牲式における幡祭を避け，菜食を旨とし，さまざまな戎
律を守る禁欲的な日常生活を送ることであった。動物の肉を神に捧げる
ことは祭壇を血によって稼すばかりではない，神に捧げた犠牲獣を人間
が饗宴で食することであり，それは転生している親しい身内の者の肉を
貧り合うことになるからである（frs．136－137，139）。
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　しかし，エンペドクレスの語るく浄め〉はむろん，肉体や儀礼の面に
とどまらなかっただろう。「幸いなるかな神のごとき精神の富を得た人。
哀れなるかな，神々についての暗い考えを心に抱く者」（fr，132）は，そ
の後に来る断片からしても，神（fr．134），万物の法（fr．135）といった
ものをはじめ，また何よりも自然哲学者であったエンペドクレスにとっ
ては，人間を含めて宇宙万有に対して「神のごとき知恵」をもつこと
も，〈浄め〉と密接に関わらせて考えられていたと判断してよいだろう。
「彼らの中に類い稀な知識をもつ一人の男がいた。その人こそは精神の
最も大きな富を所有していて，ありとあらゆる知のわざに精通していた。
というのは彼が精神の限りを尽くして得ようと努めたときには，彼はお
よそ存在するかぎりのすべてのものの一つ一つをたやすく見て取ってい
たからだ，十たびも，いや二十たびも繰り返された人間の生涯によって」
（fr．129）はピュタゴラスのことを述べたものとして，示唆的である。
　浄めを全うした魂は，彼らの原初の至福の状態へと復帰する前の最後
の受肉のために，エンペドクレスによって人間の中で最高の類いと考え
られている人間たちの中に生を受けるが，
　　「その後，彼らはそこから跳び出して，誉れいと高き，神々となる。
　　そして他の不死なる者たちと共に住まい，かまどを分け合い，食卓
　　を共にし，
　　人間たちの苦しみを逃れ，それらにあずかることなく，不滅の身と
　　なる」（fr．147）
　「そこから跳び出して」とは，そのような人間としての最後の転生の
環から跳び出してということであり，そうした人間は，原初の至福の状
態へと復帰し，真の自己の神性を回復し，不死なる神々と共に住まう者
となるのである。それはエンペドクレスによって「人間の身から神にな
った」（apotheosis）と表現され，彼もまたその一人と自認されているの
である。
　以上のように，前5世紀前半のエンペドクレスに至っては，『浄め』
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の断片が示すところでは，魂の神的な起源，誕生の環と転生，それに魂
と肉体と鋭い二元論的な考え方，下落した魂のカタルシス（浄め），輪
廻の環からの最終解脱と神化など，オルペウス教の教説と生き方とされ
るものが骨子だけはほぼ出揃っている。ガスリーも「エンペドクレスが
オルペウス教の信仰と宗教感情を彼自身，堅持していたのは明らかであ
る」と見ている（Or．p．231）。
④ヘロドトス
　ヘロドトス（c．485－c．425）に関しては次の資料を掲げるにとどめる。
オルペウス教徒が特に名指しされてはいないが，指摘されているように，
ピュタゴラスやエンペドクレスと共に，ヘロドトスの念頭にあるのは確
かである。
　「人間の魂は不死であって，肉体が滅びると，その都度，生まれてく
る他の動物の体内に宿るという，こうした説を最初に提唱したのもエ
ジプト人である。その魂は，陸の動物，海の動物，そして空を飛ぶ動
物といったように，あらゆる動物をへ巡ると，ふたたびまた，生まれ
て来る人間の肉体の中に宿るが，魂のその循環には3千年を要すると
　いうことである。ギリシア人の中には，時期的に早い遅いの差はある
　が，この説を，あたかも彼ら自身の自説であるかのように考えて，採
　用している者もいる。私はそれらの人たちの名前を知っているけれど
　も，記すことはしない」（II．123）
　エジプト起源というヘロドトス自身の主張が加わるだけで，魂不死や
輪廻転生思想そのものに，細部を除いて，特筆すべき点は見あたらな
いo
（b）黄金板
　次は黄金板である。ここに言う黄金板（the　gold　tablets　or　plates）と
は，主として南イタリアの古代Sybaris付近の墓から20世紀初頭に見つ
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かった，薄い金箔の上に一聯の詩の形で記された碑文である。全部で6
枚あり，その他にローマ近郊およびクレタで発見されたものが1枚ずつ
ある㈹。これらの黄金板は発見された時，骸骨のそばにおかれていたも
ので，そのあるものは骸骨の手の近くに，あるものは頭蓋骨の側に折り
聲まれていたと言われる。またそのうちの一つ（次に訳出した①の
Petelia出土のもの）は巻いて筒の中に納められ，華奢な金の鎖に取り付
けられていた。これは明らかにこの黄金板を鎧として着用したためとさ
れているの。つまり黄金板は一種の護符だったのである。
　さてこれら黄金板に書かれている詩は，それらの形態からして，より
長い詩かあるいは詩集からの抜粋であることがわかる。そしてそれら黄
金板の或ものの時期から（黄金板の最古のものは，DK．に与えられてい
る推定年代では，紀元前4－3世紀），それらが取られた元の詩は，少なく
とも紀元前5世紀のような早い時期，あるいはそれ以前と言ってよいか
も知れない時期のものであることを示している。またこれらが出土した
南イタリアはオルペウス教の書物の出所として知られているところであ
る㈹。
　これらの黄金板は，死者と共に埋められていたことからその目的は明
らかで，各々の死者に対する冥界で進み行くべき道とそこでの行動，そ
れに冥界の主権者たちに告げるべき言葉など，さまざまな指示を記した，
魂自身への励ましと慰めにある。
　そこで次に主な黄金板の内容の翻訳を掲げるが，ハリソン（J．E．Har－
rison），マレイ（G．Murray）をはじめ，ガスリーも述べている通り，金
箔の表面の文字は，時には引っ掻き傷があったり，時には畳まれていた
折山のため不明な個所があったり，また明らかに語句の省略が用いられ，
その文がよく知られた決まり文句の場合には，文章全体が一，二語で表
現されることも時にはあったりして，不確かな点が多く，解釈者を悩ま
せる困難に満ちている。邦訳にあたってはケルン（0．Kern）とDK．のテ
クストに準拠し，ガスリーおよびマレイ訳を参照したがω｝，不明な点も
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いくつかあり，特に⑤は諸家のテクストや訳を参照してもなお不安定で
ある。この書き物は先に言った通り，全体としては六脚韻詩であるが，
一，二の短い決まり文句（「そなたは人間から神になった」や「小山羊
の私はミルクの中に落ちた」の類い）は散文で挿入されている。
①Petelia出土。紀元前4－3世紀のもの。現大英博物館蔵［Kern，O．F．
　32a；DK　IB17；Harr，－Murr．，op．cit．pp．661f£］
　　「そしてそなたはハデスの館の左手に，泉を見出すはず。
　　またその泉のほとりに立つ白い糸杉を。
　　その泉には近づいてさえならぬ。
　　だが，もう一つ別の泉を見出すはず，「ムネモシュネの湖」から
流れ出る冷たい水を。その泉の前には監視者がいる。
そこで言うがよい，『私は大地（ゲー）と星をちりばめた天（ウラ
ノス）の息子です。
けれども私の出は天のみのもの。このことはあなた方自身もご承知
あれ。
でも喉がからからに渇いて死にそうです。どうか早く飲ませて下さ
い，「ムネモシュネの湖」から流れ出る冷たい水を』
すると彼らは手ずから，この聖なる泉の水を飲むよう，そなたに与
えてくれよう。
そして以後，そなたは他の英雄たちの間にあって統治する者となる
≦］
②クレタのEleuthernae出土。前2世紀（または後2－3世紀）のもの。
　現アテネの国立博物館蔵［Kern，0．F．32b；DK．1B17a；Harr．－Marr．，
　op．　cit．　p．662］
　　「喉がからからに渇いて死にそうです」「では，さあ飲むがよい，
　　糸杉が生えている，右側の，永久に流れてやまぬ泉から。
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そなたは誰だ？どこから来た？」「私は大地（ガイア）と星をちり
ばめた天（ウラノス）の息子です」
③Thurii出土。前4－3世紀のもの。現ナポリ国立博物館蔵。［Kern，0．　F．
　32f；DKIB20；Harr．－Murr．，pp．662－3］
　　「だが魂が太陽の光を後にするやいなや，
　　行くべき所まで，右側に行け，万事によく心を配って。
　　ようこそ，かかる経験をこうむった者よ。かかるためしはこれまで
にそなたが身に受けたことがなかったこと。
そなたは人間の身から神になった。
仔山羊のお前はミルクの中に落ちた㈹。
ようこそ，ようこそ，右手の道を歩んできた者よ，
ペルセポネの聖なる牧場と聖林を通って」
④Thur拙土の，③とほぼ同時代のものがもう3枚ある［Kern，σF，
　32cニDK．1B18；ibid．32d＝DK．IB19；ibid．32e］。同じく現ナポリ国立博
　物館蔵。［3枚すべてに表現されている決まり文句がG．Murrayにより
　整理されており（op．cit．p．669），以下はその訳である］
　　「浄らかな者たちの所から，私はやってきました，黄泉の方々の浄
らかな女王（＝ペルセポネ）よ，
してエウクレスにエウブゥレウス（ll），更にその他の神々とダイモー
ンよ，
私もまた，あなた方，至福な種族のうちの一人だと自認するからで
す。
そして私は不当な所業のための報いを受けました，
それがモイラが私を打ちのめしたのであれ，あるいは他の不死なる
神々がそうしたのであれ，
あるいは…天から投げつけられた雷電で。
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私は悲しく，疲れる環（κabκλos）から飛び出しました。
速足で，待望の王冠（σ蜘αレo∫）へと進み入りました（IL））。
冥界の女王なるデスポイナ（＝女神ペルセポネ）の胸の下に沈みま
した。
そしていまや私は聖なるペルセポネイア（＝ペルセポネ）の所に嘆
願者として来たのです，
み恵み深い女神が，私を，崇むべき方々の在ます所に送って下さる
ようにと。
『幸せな，浄福なる者よ，そなたは人間の身から神となるべし』。
仔山羊の私はミルクの中に落ちました」
⑤Roma出土。紀元2世紀ないし3世紀のもの。現大英博物館蔵。
　［Kern，O．F．　32g；DK．1B19a；Harr．－Murr．，p．672ff．］
　　「彼女は浄らかな者として，浄らかな者たちの所からやってきました，
黄泉の方々の女王よ，
それにエウクレスに，ゼウスの御子なるエウブゥレウスよ，
ムネモシュネの鎧をここに受け取って下さい，これは人々の間で歌
で讃えられた贈り物。
『カイキリア　セクンデイナよ，掟に従って，いざ，そなたは女神
になった』」
　最後にこれら黄金板から明確にオルペウス教の教説と確認できる点を
ガスリーに従ってピックアップしておこう。
（α）人間の本性の二重性
①において死者の魂は「私は大地（ゲー）と星をちりばめた天（ウラ
ノス）の息子です。けれども私の出は天のみのもの」と言うようにと教
示されている。②も，④の「私もまたあなた方，至福な種族のうちの一
人だと自認するものです」も同じコンテクストにある。こうした魂の主
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張は，自己の神的な起源と神々との類縁に基づくものである。「大地と
天の息子たち」であるティタン族については，ヘシオドスからも，一般
的にも知られていたが，しかし本稿第2節の「オルペウスの「神統記」
とその特質」に示した通り，「大地（ゲー）と星をちりばめた天（ウラ
ノス）の息子」という言葉はオルペウス教徒にとっては特別な意味をも
つものだった。ティタン族は彼らの父として「天」をもっていたが，し
かし彼らは悪逆な，反逆者の種族であった。しかしそれと同時にオルペ
ウスの徒は自分の中にまたディオニュソス的な神的本性を，なにがしか
はもっており，それゆえにそれに基づいて，「けれども私の本当の出は
天のみのもの」と主張することができるのである。
（β）〈原罪〉
　神々との類縁を主張した魂は次の言葉をつけ加える，「私は不当な所
業のための報いを受けました（πOtvdvδ’dVTαagTetaα…）」（④）。これも
同じ話に関係するに違いない。不当な所業はただ単にその魂自身だけの
ものではない一むろんその魂も罰を受けるべき正しくない所業を同じ
ようにもつのだが　　，まず何よりも「無法な祖先」たるティタンから，
その魂が受け継いだ，もって生まれた罪の機れがあるのである。ガスリ
ーはdγταπ6τασαという珍しい複合語の使用のうちに「私は身代わりの
罰を受けた」の意味を見るのは決して気まぐれなことではないだろうと
言っている（Or．p．175）。「吟唱詩による神統記」でも「無法な祖先から
解放される」ことをディオニュソスに祈っていたのである㈹。③の「よ
うこそ，かかる経験をこうむった者よ」（疋αψεπαθのγτdπ6θημα）も，
「そのような受難をこうむった者よ」とも読めるので，この読みを採る
マレイ訳が正しければ，これも同じ事柄に関係するだろうとガスリーは
述べている。しかし，彼自身は③のこの行は「こうしたためしは，これ
れまでにそなたが身に受けたことがなかったこと」と共に，次の行の
「そなたは人間の身から神になった」と関係づけて，〈神化〉
（apotheosis）に引きつけて考えている。
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（γ）＜apotheosis＞（神化）
　死者の魂は，罪の償いを全うして，その主張が地下界の主権者たちに
是認されると，死者は次の言葉によって歓迎される，「そなたは人間の
身から神になった」（③，④⑤も同じ）。これは先に見たエンペドクレス
の言葉を思い起こさせる。彼は一種，高揚した確信に満ちた調子で言う，
「御身らに告げる，われは不死なる神である，もはや死すべき人間にあ
らず」（fr．112），と。このことは魂はもはや苦行の伴う輪廻転生による
浄化の過程をそれ以上必要としないことを意味する。黄金板の死者の魂
も「浄らかな者たちの所から」来たのであり，そして至福の最終段階に
入る準備が整っているのである。「私は悲しく，疲れる環から飛び出し
ました」（④）と，彼は言うことができるのである。彼は浄化の生を全
うしたからである〔1％
　以上は死後の魂の運命についてのオルペウス教の教説を表す主要な証
言である。文献および黄金板資料を通じて，そのすべてに色濃くにじみ
出ているのは，死後の生の信念は個人個人のいだく希望だということで
ある。このことは，どんな終末論思想であろうと，選ばれた者の幸福を
取り扱うのが理に適っていることを意味する。凡人や極め付きの極悪人
の運命を述べることは，おそらくそうした終末論思想の真の関心事では
なかったのだろう。
（c）オルペウス教の中心思想
　ではこれらの資料からオルペウス教の終末思想や来世観として，いか
なるキー・アイディアが浮かび上がってくるであろうか，その要約を試
みるが，われわれに得られる証言が，第2次的で，断片的な資料である
という性質から，その要約には完全に首尾一貫性を与えることはできな
い。しかし大まかなところでは，それは次のようなことになるだろう、、
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①肉体は墓または牢獄
　何度も繰り返すことになるが，すべての人間は生まれながらに二重の
本性をもつ。ディオニュソス的な神性とティタン的な罪の本性とである。
罪の本性は各人自身の罪ではなくて，全人類がその世継ぎである，原罪
の結果である。しかしながら，このことは，各個人の固有の罪はないと
いうことにはならない。われわれの罪を犯しがちな部分，すなわち土的
な自己の枷をふるい落とすために，ディオニュソス的な神的本性の高揚
と浄化を目指す生活を送るよう努めなければならない。救済の端緒は誰
の中にもあるのである。
　オルペウス教徒は悪の源は，欲望や情念と共に，肉体にあると信じた。
現世は魂にとって前世の罪に対する罰であり，そしてこの罰とはまさに，
魂が肉体に縛り付けられていることそのことなのだと彼らは信じた。こ
れは魂にとって禍いなのであって，このことは時には墓に埋められてい
る状態に，また時には牢獄に監禁されている状態に例えられる。この
「肉体は墓」，いわゆる「ソーマ・セーマ」の教説は，プラトンによって，
はっきりとオルペウス教徒に帰されている。『クラテユロス』（400C）
でプラトンは，「肉体」（σ吻α）という語とσ加αとの関連を示す語源論
を論じている。そこでσ加αは，一つにはくしるし〉とかく象徴〉を意
味し，また他方では〈墓〉を意味する語だが，
　「ある人々の言うところでは，肉体（σ吻α）は魂の墓（σ加α）なの
　だ。魂は，この現世の存在においては，肉体の中に埋められているか
　のようにね。それからまた，魂は，自分の示すべきことを，肉体を通
　じて示す（σημαfγε1γ）ので，この意味でもやはり，肉体はσ加α（し
　るし）と呼ばれて正しいのだ，と。けれども，ぼくが思うに，そもそ
　も肉体にこの名前を与えた張本人はオルペウスの徒だ。つまり魂は何
らかの理由で，［犯された罪の］罰をこうむっていると彼らは考えて
いるのだ。そして魂が拘禁される（σOfζηταi）㈹ために，この肉体を橿
として，もっているのだ，とね」。
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　このように魂と肉体を裁然と分け，そして肉体は魂の墓，あるいはこ
れを監禁し，拘束する牢獄であって，厄介物以外の何ものでもなく，そ
れは肉体の諸々の欲望と共に，悪の根源である。それゆえにわれわれは
魂を肉体から解放，〈浄化〉することを強く切望しなければならないと
する霊肉二元論は，オルペウス教の中心的な教説の一つである。そして
こうしたピューリタニズムの考え方は，後にドッズ（E．R．　Dodds）も強
調するように，前6世紀以前にはなかったものである㈹。
②死後の賞罰　その倫理性
　人は死ぬとハデスに赴き，裁判官の前に導かれる。ピンダロスは『オ
リュンピア祝勝歌』第2歌で，地下で裁きを下し，善き者と悪しき者に
それぞれ当然の報いに従って運命を定める「或る裁き手」のいることを
語っていた。彼らはわれわれの魂を取り調べ，われわれの生前の功罪に
よって，悪しき者には罰を，善き者には褒美をといったふうに死後の生
を決定するのである。
　ここでもまたプラトンを援用すれば，その教説をオルペウスや，その
子とも弟子とも言われるムゥサイオスの書き物に明白に帰している個所
がある。『国家』第ll巻363A以下で，対話者アデイマントスは，ホメロ
スやヘシオドスが正しい人に帰している褒美を引用し，続けて次のよう
に言っている，
　「しかしムゥサイオスと彼の息子は，神々から正しい人々にこれより
　ももっとすばらしい褒美を与えています。すなわち，彼らの書き物に
　よれば，〈正しい人々〉は，ハデスの国に赴いてから，そこで寝椅子
　に横たわり，頭には花冠を戴いて，敬慶な人だけに許される饗宴にあ
　ずからせ，それからはもはや，全時間を陶然たる酩酊のうちに過ごさ
　せています。まるで徳がもたらす最美の報酬は，永遠の酩酊であるか
　のように考えてね。…これに対して，〈邪悪で，不正な人々〉は，
　ハデスの国でく泥か何かの中に埋めたり〉，〈節で水を運ぶ〉ことを
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　強いたりしています…　（363C－E）。
　この個所は，全体としては，死後に懲罰を免れることを可能にする祭
儀や神々があるとか，救いの近道や，呪文などを売りものにする，いか
さま師的なorpheotelestai（＝オルペウス教の秘儀の導師）がいるとか
いった，オルペウス教の堕落形態を批判，断罪する，あるいは「秘儀」
そのものを椰喩するコンテクストであり，ハデスにおける正しい人のく
永遠の酩酊〉という特権にしても，むしろ後のプルタルコスには嘲りと
して引用されている（comp．　Cimon．　et　Lz↓cult．　1．p．521）ものである。
　しかしガスリーがオルペウス教において重視するのは，単に儀礼とし
ての「秘儀を受けた者」が救われるとするエレウシス的な宗教とは違っ
て，オルペウス教が「生き方」と共に，その教義で訴えかつ真っ先にお
いたのは，まさにこの神との合一であって，実際，高度の精神化が可能
なのは，この神との合一においてだ，ということである。他方また，ア
デイマントスによってハデスでく泥土か何かの中に埋められる〉とされ
ているのが，「邪悪」（dv6σω∫）で，「不正な」人々であることにもガス
リーは意味を見出している。このく泥土や汚物の中に埋められる〉とい
うのは，後の新プラトン派のオリュンピオドロスによると，オルペウス
教独特の刑罰の形であったとされているが（in　Plαt，　Phd．　69C：
Kern，O．　F．　235），これがここで実際の儀礼において「秘儀を受けない人」
ではなくて，道徳的に「邪悪な人」に適用されていることは（t7），しばし
ば証明が困難とされることだが，オルペウス教の教えが確実に倫理的側
面をもつことを，疑う余地なく示しているとガスリーは考えている。秘
儀の浄めを道徳的な善と結び付けて，それに依存させるには長い時間が
かかったが，オルペウス教徒はともかくその第一歩を踏み出したのだと
彼はその教義のもつ倫理性を評価するのである。
③輪廻転生と最終解脱
　賞罰いずれかの状態でわれわれの魂は，われわれの生前の地上の生を
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含めて，一千年の間，天上の楽園であるエリュシオンまたは地獄で過ご
す。この期間が終わると，そこから連れ戻されて，地上での別の生のた
めの準備をする。ティタン的な原罪と，また自己自身が犯した罪ゆえに，
魂はその償いを繰り返し強制され，決して一回限りのこの世の生をもっ
て死滅することは許されない。また地下のタルタロスで未来永劫に罰を
受けるとびきりの極悪人を除いて，ハデスは最終地点でもない。そもそ
もこの世の生はそれ自体，罰であり，裁きと罪の浄化の期間でもあった。
償いを全うしない魂は，ハデスで罰を受けると共に，ふたたびこの世に
生まれてきて，他の動物なり人間なりの別の肉体に宿り，魂が最終的に
浄化されるまで，裁きと苦行の循環を形づくり，輪廻転生（παλzyγε㎡α）
を繰り返す。この世におけるわれわれ人間のつとめは，魂が本来もって
いた神性を回復し，輪廻の環から最終的に解脱して，神のもとに完全に
復帰するよう，〈浄化〉（κceθapσtS）を行なうことである。
　だが最終離脱が可能となる前に，何度，輪廻転生を終えるべきか，そ
の周期は資料によってまちまちで，整合的な総括を与えることはできな
い。ガスリーに従って，もしヘロドトスの叙述とピンダロスおよびエン
ペドクレスの叙述とを結び合わせるならば，それに，プラトンのこれら
と矛盾しない叙述を援用するならば，次のように推測することができる
だけである。こうした信仰の一つの形においては，魂は3度目毎に人間
として輪廻を行い，全部で3度の人間としての輪廻の後には，最終離脱
の期待をいだくことができたのであろう。もしこれがオルペウス教の信
仰だったとしたら，その離脱は魂自身の努力に依存しているのであって，
すべての魂がその本性によって，自然に，必ず達成するものでないこと
は確かだろう。もっと一般的な言い方をするなら，われわれは，普通人
が救済の望みをいだきうる前に，1万年を要したという信仰の存在を確
言することができるだろう。ただこれには留保があって，プラトンでは，
美と知を愛し求めて，清浄で神聖な生を「3度続けて送った」愛知者に
は，特典として，3千年をもって1万年の輪廻に替えることができると
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考えられており，ピンダロスでもそうした特別の恩典が考えられていた
のであろうとされている。
　以上のような輪廻転生と最終解脱の信念は各種の黄金板に示唆され，
ピンダロス，エンペドクレス，ヘロドトスなどに物語られ，またプラト
ンが『メノン』（81AB）において，「神事にたずさわっている男女の人
たちの中でも，自分たちのたずさわっている事柄についてきちんと説明
することができるように心がけている人たち」から聞いた話で，「ピン
ダロスをはじめ，その他多くの神的な詩人たちも語っている」とされる
ところの，オルペウス教の信仰体系の第3番目の中心思想である。
　この輪廻転生思想には，しかし上に示された資料からだけでは不明な
点もいくつかある。まず第2回目の生についての「選択」の問題である。
その詳細をプラトンは『国家』第X巻のエルのミュートスで描いている
が，上述の資料には見当たらない。しかしこれは単にプラトンの想像に
帰せられるものではなくて，たぶん初期のオルペウス教にもともとあっ
たものだろうとガスリーは考えている（Or．p．183）。自由意志と個人の
責任は確かにオルペウス教の教典の本質的で，重要な部分であるからで
ある。新しい生が魂に割り当てられた時，輪廻転生を運命づけられた魂
は，「忘却の河」の水を飲むに際して節度が必要だが，ここにもまた個
人の責任の要素が欠かせないということの示唆がある。黄金板の救いの
最終段階にある魂にも「左側の泉」の水を避け，「記憶の泉」から飲む
よう命じられている際にも同じことが言えるかも知れない。
　更にまた「エリュシオン」あるいは「浄福者の島」と，更にいっそう
高い領域との区別を見出すのも必ずしも容易ではない。しかしこれも確
実にオルペウス教にはあったに違いないとガスリーはしている。すなわ
ちそれは，割り当てられた循環の周期がまだ完了していないために，更
なる生まれ代わりへと運命づけられている善き人の運命と，それから最
終的な救済を獲得し，〈神になった人〉の運命との間の区別の結果だか
らである。プラトンにとっては「浄福者の島」や「エリュシオン」とは，
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すべての者が善い一生を送った場合に行く一時的な至福の場所であっ
て，真に知恵を愛した愛知者のように，全さすらいの期間を終え，誕生
の環から離脱した魂にしてはじめて到達しうる場所である，魂の「最終
的な故郷」とはまったく異なる。しかしそれがそれぞれどういう場所か
という問題となると，一般的にはこの区別が非常にはっきりとなされて
いたとは言いがたい。オルペウス教の精巧で高度な教理が開発される以
前には長い間，「エリュシオン」や「浄福者の島」は，浄福者の唯一の
住処を表す名前だったに違いないとされている。つまり「仮の宿り」と
「最終の故郷」との混同があったようだ。もしこの仮定が正しければ，
ピンダロスはその一例であり，「浄福者の島」は「大地の最果て」にあ
ったと考えられていて，これはホメロスの『オデュッセイア』の「エリ
ュシオン」と同じ地平におかれており，そこに至ったとされている人々
としてピンダロスが挙げるのも，ホメロスにおけるのと同じように，英
雄たちである。
　では「エリュシオン」と，いまや神となった善き人の「最終的な故郷」
との間の区別があったとしたら，後者はどこにおかれていたのだろうか。
輪廻の環を離脱した魂は「天」に行くとするのは，紀元前5世紀に親し
まれた考えであったようだ。しかし実際に使われた言葉は，通常は，天
ではなくて，「アイテール」である。「アイテール」というのは，地球を
取り巻き，はるか月まで達している不浄な空気（「アエール」）を超えた，
天外の浮らかな広がりを満たしている物質である。神々が住まっている
とされたのはこの浮らかな領域だったのである。
結び　オルペウス教の宗教思想の特色
　オルペウス教は一人一人の人間に対して伝えるべき並みでない独創的
メッセージをもった宗教であった，それも普通のギリシア人だけでなく，
哲学や宗教の指導者に対してもである。この宗教思想が掲げる神的なも
のとの合一と，その合一の結果たる不死性の獲得という考えは，それ自
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体は，最も原始的な時代以来，人々に親しまれてきたものであったに違
いないし，また前6世紀になってアテナイの国教となったエレウシスの
秘儀宗教によって人気を博した考えでもあった。顧みれば，魂不死の信
仰も，死後の賞罰も，エリュシオンや地獄で死後の生を送るということ
も，特にオルペウス教独自の来世思想ではない。またこの宗教の重要な
要素であるく浄め〉の考えも，素朴なものながらアポロンの宗教がもっ
ていなくはなかったものである。
　ではオルペウス教が独自性をもって，すなわちディオニュソスの宗教
を再改革したと言われる，この異質の宗教が，紀元前6－5世紀に，更
には4世紀に至っても，アテナイで，あるいは南イタリアで，人々にア
ッピールした特色はどこにあったのだろうか？
　すでに述べたとおり，オルペウス教は「神統記」を含む膨大な教典を
有すること，そしてその「神統記」には，「唯一神」による世界と人類
の「創造」の観念をもつこと（伝統的な「神統記」におけるように神は
現世界の統治者であるにとどまらず，また世界は「生成」するのでもな
い），またティタン族によるディオニュソスの引き裂きという，これも
伝統的「神統記」にない要素を加えて，「原罪」と「人間の本性の二重
性」の由来を説明していること，そしてこのことは「人類みな兄弟」の
考えを内包すること，これらは確かにホメロス的なギリシアの伝統的宗
教にはない特色である。死後の生に関しても，以上に見られたとおり，
ホメロス的宗教におけるような優れた英雄に限らず，普通人の救いへの
道を開いている点で，エレウシスの宗教など多くの秘儀宗教と共通する
特色をもつが，道徳的な内容をもたず，いかなる生活上の規則も課さな
かったエレウシスなどの宗教とは違って，きびしい禁欲的な摂生を課し，
「オルペウス的生き方」によるく浄め〉を日常生活で実行しなければな
らなかった，つまり修行が必要だったという点も特色をなすだろう。
　しかしオルペウスの宗教の最も重要な特色は次の点にあるのだと思
う。ドッズも指摘するように㈹，ギリシアの宗教は概して，部族の宗教，
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家の宗教，後には都市国家の宗教といった集団的色彩が強い。オルペウ
ス教の母胎となったディオニュソスの宗教も例外ではない。前6世紀末
以降ギリシアは次第にそれまでギリシアの社会を支えてきた父権制の権
威が揺らぎ始める時期を迎えるが，オルペウス教という非社会的な宗教
が再興し，個人の魂の救い，それも一人一人のすべての人間の救いを謳
って登場するのは，これと期を一にするのである。オルペウス教は人間
の「罪」の自覚を通じて，いやおうなしに一人一人の人間に自分の魂に
関心を払うように強いたであろう。一人一人の魂のあり様に思いをいた
し，魂の正しさ，善さ，道徳的良心，生の選択といったことを前5世紀
後半以降の哲学は徹底して考えることになるが，その先鞭をつけたのは
オルペウス教であったと言っても過言ではないだろう。ガスリーはアイ
スキュロスの『オレステイア三部作』に最初に現れ，他の作家のオレス
テス劇を通じて次第にその度を深めていったオレステスの罪と苦悩に，
オルペウス教と共有する，個人の自由意志と罪に対する責任の問題を見
ているが（Or．pp．232－5），オルペウス教にとっても「正義」や「誓い」，
それに「神義論」の問題は切実な問題であった。オルペウス教がになう
ことになったこのような問題を，一人一人が自分の魂の問題として考え
ることを通じてギリシア人は，「私の信仰」「私の宗教」をもち得るにい
たったのだと考えられる。たとえそれが大衆には荷が重すぎて理解され
ず，知識人には神秘主義的な怪奇の要素が嫌われ，少数者のみの信仰に
とどまったとしてもである（0γ．p．238）。
　最後に，こうしたオルペウス教に私が目を向けるきっかけとなった点
に触れて終りにしたい。自分自身を含めて日本人の宗教心はきわめて曖
昧である。神仏混清や多様な神々の混清といったシンクレティズムや，
異国の宗教の日本的な受容といったことは，多くの日本人がほとんど無
意識の内に容認している。日本人の宗教心のこうした寛大さや曖昧さに
起因すると思われる社会現象や日常的出来事にいやというほど逢着する
につけ，宗教的に似た面を多分にもつ昔のギリシアの場合に目を向ける
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ことを促された。むろんこうした宗教に対する寛容さや曖昧さは昔のギ
リシア人も十二分に持ち合わせていたものであり，ギリシアの宗教のむ
しろ持ち前でさえあった。オルペウス教自体もそうしたシンクレティズ
ムの要素から免れているわけでは決してない。しかしギリシア人の或る
人たちが古来の部族宗教，家族宗教に飽きたりなくなっていた時期に，
オルペウス教という異国の，非社会的な宗教に出会い，「新しい宗教の
型」㈹としてこれを受け入れた時，「個人の宗教」「私の信仰」と言える
ものを獲得していった。むろんオルペウス教が伝統的宗教に取って代わ
るというようなことはなく，また逆に滅ぼされることもなく，伝統的宗
教とオルペウス教との共存は後々長く続いたのであるが，この異質の宗
教との出会いにおいてギリシア人は何を経験し，何を発見し，何を変革
したのかを見届けたいと思ったわけである。
注
（1）「オルペウス教一プラトンの宗教思想解明の手掛りとしての一一一く1）」『研究
　　年報』第42輯（1996年3月）所収。
（2）その際オルペウス教の儀礼や生活についての考察は，ある意味では不可欠の
　　ものと言えるが，ここでは紙数の関係もあって，割愛する。本稿で参照した
　　のはWKC．Guthrie，Omρhθusαnd　Greek　RetigtonのChS．V－VIIであるが，ここ
　　でも筆者による大幅な組み替えがなされている。なおガスリー以外の参照文
　　献の詳細は前掲論文に挙げたもの以外に限って記す。
（3）両者の先後関係についてのこうした見方には，ウエスト（M．L．West）も新資
　　料を検討した上で同意している（cf．op．　cit．，pp，19－20，　110－ll，aL），
（4）この点に関しては更に，Heraclitus，frs．40，129；Ion　of　Chios，fr．4；DL．VIII．4－5，14
　　など参照。
（5）　cf．Pindar，V乞ctoγy　Odθs，　Otgmpiαn　2，7，αnd　ll　and　others，ed・by
　　M，M．Willcock，1995，Cambridge．U．P．，pp．157－8．
（6）その後，Calabriaの古代Hipponionほかで，別々に2枚の黄金板が発見されて
　　いるが（cf．op．　cit．，willcock，p．157），筆者には確認する余地がない。なお，注
　　（3）で言及し，ガスリーを補強することになる近年のウエストの説得的な資
　　料や主張にもかかわらず，Willcockは依然としてオルペウス教の死後の生に
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　　ついての情報はほとんどないとし，すべてをピュタゴラス派に帰そうとする
　　立場を取るが，黄金板だけはオルペウス教のものと認めざるを得ないようで
　　ある（op．　cit．，p．157）。
（7）このPetelia出土の黄金板（現大英博物館蔵）はGuth．，Or．の図版8，9に，また
　　J．Harrison，Protθgomenα，Ch．XI，及びG．Murrayの同書の付録（Cambridge
　　UP，，1st　ed．，1903，；Meridian　Books，New　York，3rd　printing，1959），pp．573ff．，
　　pp．659ff．にも見られる。
（8）本稿（a）プラトン以前の主要文献資料，p．　3参照。
（9）Harrison－Murray，op．　ctt．参照。
　　なお筆者が黄金板の訳を初めて試みたのは数年前にさかのぼり，講義などで
　　はすでに利用してきたが，本稿完成後にrソクラテス以前哲学者断片集』第
　　1分冊（1996年12月，岩波書店）が刊行されるところとなった。三浦要氏の
　　訳は本稿の校正段階で有難く参照させていただく機会を得た。これによって
　　訳文自体を掲げる意味は半減したようにも思えるが，解釈や見解を異にする
　　部分もあり，目的や意図も異なるので，撤回せずにおく。
（10＞④にも繰り返されているこの決まり文句に関しては，儀礼行為との関係が推
　　測されている。「人間の身から神になった」と表現されている魂は，同じ幸福
　　な運命をくミルクの中に落ちた仔山羊〉という象徴的な決まり文句でも言い
　　表わされている。仔山羊もミルクもディオニュソス崇拝の秘儀と関わりがあ
　　り，この秘儀の中心は，その崇拝者がこの神の本性に同化されることにある
　　が，このことと関係づけられるかも知れないとされる。なお③の3－4行目の
　　読みについては，次の（β）原罪の個所参照。
（11）④と⑤でペルセポネと共に呼びかけられるEukles（「立派な名声をもつ神」）
　　はHesyciusによればハデスまたはプルゥトンと見られる。　Eubuleusはしばし
　　ばゼウスのエピセットとして使われるが，彼はエレウシスでは，デメテルと
　　ペルセポネのそばに立っている，ゼウスとは別個の神で，少なくとも後代に
　　はディオニュソスと同一視されていた。またディオニュソスは『オルペウス
　　の讃歌』（Orphei　Hymni）では一度ならずEubuleusと呼ばれている
　　（xxx．6，LII．4，Abel）。なおオルペウス教文書では父と子はしばしば同一神格と
　　見なされる。
（12）sthepanosに関しても諸説あるが，普通は王冠あるいは花冠を指し，主な用法
　　は2つで，競技における栄冠と，饗宴で客の頭にかぶせるものということか
　　ら，ガスリーはここでは，（a）死者の饗宴に関係し得るように思えるが，（b）
　　別の解釈としては，より普通の意味での「王冠」ととり，Pindarus，Ot．8．33，
　　Eur．Herct．li’ur．839より，王冠は「取り囲むもの」あるいは「都市」と解し得
　　るので，ここからこの行の意味は「私は私のゴールに達した」とも解釈でき
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　　るとしている。
　　次のくペルセポネの胸に沈む〉も秘儀にあずかった者の受け入れ，あるいは
　　神々の一族への生まれ代わりを示すと解される。
（13）筆者前掲論文16頁9行参照。
（14）黄金板についてあと若干，些細な点だが注目すべきことに触れておこう。
　　〈右側に行け〉〈右側の道を歩む〉一一①で魂は左側の泉（＝「忘却（レテ）の
　　泉」）は避けるように言われ，②ではより積極的に飲むべき泉の水は右側の
　　「記憶仏ネモシュネ）の泉」だということを教示される。そして③でははっき
　　りと，もし彼が救われた者の一人なら，彼は〈右側に行く〉ようにと言われ
　　る。これはプラトンの『パイドン』『ゴルギアス』，更に『国家』のミュート
　　スと重なる点を多くもち，プラトンと黄金板には，その背後に，オルペウス
　　教の共通の典拠となる詩があったと想像し得る興味ある事柄である。
　　〈泉から水を飲む〉一右手への道を取りつづけると，魂は泉に到達する。
　　そこで泉の前にいる監視者に，その水を飲むのを許してくれるように，とい
　　う嘆願の呼びかけをする。「私は喉がからからに渇いて死にそう」なので，と。
　　黄金板の魂が飲むのを許されるのは「記憶の泉」の水である（①）。しかも浄
　　らかさが保証された魂だけである。これは誕生の環，あるいは災悪から免れ
　　た魂であり，完全な神性の状態にまさに入ろうとする魂である。従って新し
　　い受肉に備えているプラトンのf国家』（X．620A）における魂のように，「忘
　　却の水」を飲まされるのではない。これは疑いもなく左側の泉であって，何
　　よりも避けるようにと告げられている。
（15）「拘禁される」を表す‘σφζητα1’はギリシア語のテクストでは引用句になっ
　　ていて，オルペウス教のtemであることを示している。
（16）c．f．　E．R．　Dodds，　ThθGreeksαnd　the　irrαtionα1，　Univ．　of　California　Press，
　　1951（1968っ．p．135　sqq．
（17）dv6σIOSは普通には「不敬慶な」と訳すが，ガスリーはこの語の日常語の意
　味は道徳的な意味で「邪悪な」であり，「不正な」（diδi　rcos）と結びつけられ
　　て使用されているのは，この言葉が日常語の意味であることを示していると
　　する。なお邪悪な者にく節で水を運ぶ〉一これはオルペウス教独自の罰で
　　はないが一が強いられる例は，これもプラトンの「ゴルギアス』に見られ
　　るが，省略する。
（18）c£ER．Dodds，　op．cit．　p．45　sqq．
（19）cf．E．R．Dodds，op．　cit．p．139
（哲学科教授）
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